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2π(2y2 + 3y -2)COS((2χ+ y)π)= 2π(2y -1)(y + 2)COS((2χ+ y)π)

(4y + 3)sin((2χ+ y)π)+π(2y2 + 3y -2)COS((2χ+ y)π)

(4y + 3)sin((2χ十 y)π)+π(2y -1)(y + 2)COS((2χ十 y)π)
イ

あるので,乃= 0となるためには(χ, y)が(4y+ 3)sin((2χ+y)π)= 0をみたせば

(2 )

ア

2点である 0

ι{ι ysin(χ十 y) dx}dy =一ι[ycos(χ+y)]。 y dy

= 1j (y + ycosy)卿= 1三y l +[ysiny]0 -1j siny卿=三π+[cosy]0

イ

となる 0 変数変換するためのヤコビアンを計算すると

変数変換すると積分範囲は IU1空 1,1υ1茎2になるので,
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U)

ア.袋へ戻さずに 1個ずつ取

となる

イ. 10個から 3個を同時に取り出す組み合わせは,全部で 1。C3通りである。

すべて赤玉である組み合わせは, 3C3通りである。

すべて青玉である組み合わせは, 3C3通りである。

すべて白玉である組み合わせは,4C3通りである。

したがって,すべて同じ色である確率は,
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^十^+^^
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0

り出すので, 1回目

したがって,赤,

334 1
^X-X-=^

10 9 8 20

となる

ウ. 10個から2個を同時に取り出す組み合わせは,全部で1。C2通り

合計した点数が奇数になる組み合わせは,(赤・青),(青・白)

の組み合わせとなる確率は,

3CI× 3C1 3CI× 4C1 7

, 2回目 3回目のそれぞれの,

白の順で取り出す確率は,

0

,

合計

である。

たしたがって,

となる。

した点数が偶数になる確率は,
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ア. y2 = 0のとき

j一卿*jル
=ず+C (Cは任意定数)

y=

1

eχ十 C

よって,

とき,つまり y=

角早は,

(Cは任意定数)

となる。

イ.χ= 0の

したがっ

1

eχ十C

とき

て,

1

ex -2

0は」ι=

となる 0

-1茎χ蚤0において 2-e丸太減少関数である。よって,-1室χ室0においてy=」L
は増加関数となる。

したがって,χ=-1のとき yは最小となり,最小値はーコ」となる。

特殊解は,

1

2 - ex

e"y2をみたす。

および y=0

y=

y=

任意定数C=-2となる。
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